
　2021年9月期における、とよしんの自己資本比率は、国内基
準の4％、国際基準の8％を大きく上回る10.21％となりました。自
己資本比率は金融機関の経営体力を示す指標であり、皆様に
安心してお取引きいただけますように、今後とも「堅実経営、健全
経営」を行ってまいります。

自己資本比率
　預金積金残高は、地域の皆様よりのご信頼のもと、1兆7,217
億円と2021年3月期に比して102億円の増加となり、堅調に推
移しました。

預金積金残高

　融資金残高は、住宅ローンなど個人ローンを中心に地域の皆
様への積極的な取組みにより、8,505億円と2021年3月期に比
して110億円の増加となりました。

融資金残高

　とよしんの財産である会員勘定（出資金・特別積立金等）は
749億円となり、より内部留保を充実することができました。

内部留保

●金融再生法に基づく開示債権比率
　（総与信に対する不良債権比率）
　金融再生法に基づく不良債権比率は、2.88％と、2021年3
月期に比して0.28ポイント上昇しました。
●信用金庫法に基づくリスク管理債権比率
　（貸出金残高に対する不良債権比率）
　信用金庫法に基づく不良債権比率は、2.89％と2021年3
月期に比して0.28ポイント上昇しました。

不良債権比率

　2021年9月期（上半期決算）は、業務純益15億円、経常利
益14億円、当期純利益10億円となりました。また、2020年3月
期より開示を追加している実質業務純益は15億円、コア業務純
益は14億円となりました。

収益状況（業務純益、経常利益、当期純利益）

　2021年9月末の当金庫の自己資本比率は10.21％となりました。自己資本比率は、金融機関の経営体力を示す指標であり、出資金・
利益準備金・特別積立金等の「自己資本の額」を「分子」として、各資産にリスク・ウェイトを乗じた合計額の「リスク・アセット」を「分母」と
して算出します。

とよしんの健全性、安全性、成長性

自己資本比率の状況

　2021年9月末現在の金融再生法開示債権（不良債権）は、厳格な資産査定により246億6百万円となり、2021年3月末に比べ27億
11百万円増加しました。
　また、この不良債権246億6百万円のうち、貸倒引当金と担保・保証などにより保全されている部分が179億99百万円あり、カバー率は
73.15％となっています。

（注）対象となる債権は、貸借
　　対照表の次の各勘定に
　 計上されているものです。
1）貸出金
2）貸付有価証券
3）未収利息
4）貸出金に準ずる仮払金
5）債務保証見返
6）外国為替
7）当金庫保証付私募債

（注）債権残高、保全額は
いずれも部分直接
償却後の金額です。

◆破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは
　破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対
する債権及びこれらに準ずる債権です。
◆危険債権とは
　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪
化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高
い債権です。
◆要管理債権とは
　「3ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金をいいます。
　（1）3ヵ月以上延滞債権
　　　元金又は利息の支払が、約定支払日の翌日を起算日として3ヵ月以上延滞し

ている貸出債権（破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権を除く。）
　（2）貸出条件緩和債権
　　　経済的困難に陥った債務者の再建又は支援を図り、当該債権の回収を
促進すること等を目的に、債務者に有利な一定の譲歩を与える約定条件の
改定等を行った貸出債権（破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債
権、3ヵ月以上延滞債権を除く。）

◆正常債権とは
　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債
権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」以外の債権をいいます。

金融再生法に基づく開示債権

　有価証券の運用にあたっては、安全かつ確実な運用を心掛けており、2021年9月末現在で有価証券の含み益は13,021百万円とな
っております。

1．売買目的有価証券 該当ありません 4．子会社・子法人等株式及び関連法人等株式で
　時価のあるもの　　　　　　　　該当ありません
5．市場価格のない株式等及び組合出資金等
　

有価証券の時価情報

1. 貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。
2. 上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。
3. 市場価格のない株式等及び組合出資金等は本表には含めておりません。

3．その他有価証券
2．満期保有目的の債券 該当ありません

　自己資本は順調に増加していますが、直近
の自己資本比率の低下につきましては、主に
地域の皆様への貸出金増加が要因です。

　リスク・アセットの詳細については、バーゼルⅢ 第三の柱に関する定量的な開示事項を
　ご参照ください。
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自己資本比率（①自己資本の額÷②リスク・アセット ）

合　計（自己資本の額）

項　　目 2021年9月期

出 資 金
利 益 剰 余 金
外部流出予定額（△）
一 般 貸 倒 引 当 金

合　計

項　　目 資産の額 リスク・アセット
オン・バ ラン ス 取 引

オフ・バ ラン ス 取 引

C V A リ ス ク

オペレーショナル・リスク

2020.3 2020.9 2021.3 2021.9

合　計

区　分
子 会 社 株 式
関 連 法 人 等 株 式
非 上 場 株 式
組 合 出 資 金
投資信託（私募リート）

貸借対照表計上額
（単位：百万円）

① 自己資本の額 （単位：百万円） ② リスク・アセット （単位：百万円）

コア資本に係る基礎項目

コア資本に係る調整項目（△）

区　分
株　　式
債　　券
国　債
地方債
社　債
そ の 他
小　計

株　　式
債　　券
国　債
地方債
社　債
そ の 他
小　計

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えるもの

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えないもの

合　計

貸借対照表計上額 取得原価 差　　額
（単位：百万円）

（注）

1,006

17,290
3,598
21,895
819,838

1,052

18,636
4,916
24,606
828,778

1,052

15,244
1,701
17,999

100.00％

81.80％
34.61％
73.15％

841,733 853,385

75,518
850

74,092
50
625
254

75,263

1,836,602
45,790

ー
ー

1,882,392

710,432
2,081

0
24,154
736,668

2,662

ー
13
221
23

2,404

11,921
325,214
85,468
150,520
89,225
2,032

339,168
1,002
71,813
30,579

ー
41,233
28,679
101,495

5,710
317,118
80,093
148,717
88,307
1,748

324,577
1,143
72,793
30,902

ー
41,890
29,128
103,065

6,210
8,096
5,375
1,803
917
283

14,591
△141
△979
△322

ー
△657
△448
△1,569

440,664 427,642 13,021

75,263 ÷ 736,668 = 10.21％

10.89％ 10.47％10.47％ 10.21％
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